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はじめに
　
熊野信仰は、日本全国に流布した。熊野比丘尼が旅して絵解
きによって唱導したことも周知である。女性である熊野比丘尼が女性たちを対象と て『熊野の本地』と『熊野観心十界曼荼羅』を用い 唱導を行ってきたのである。 『熊野の本地』については、拙稿「熊野信仰における「五衰殿女御譚」の形成」に確認したように、五衰殿女御の生涯を加えることによって「女性の救済」を説き明かすモノガタリ 成立したの熊野比丘尼はこの『熊野の本地』とともに『熊野観心十界曼荼羅』を携え唱導を目的とする旅をした 伝えられている。それゆえ小稿では熊野比丘尼が 『熊野の本地』 ともに所持した 『熊野観心十界曼荼羅』を取りあげ、 「 の救済」 つい いか
に語られているかについて確認する。結論としては、女人往生の条件として出産が注目され いたことを指摘するが、絵解きされた『熊野観心十界曼荼羅』に描かれる「女性」に着目するとすれば、女性だけが堕ちる地獄を描いてい ことにも注目する。また、 『熊野観心十界曼荼羅』には、 人間の一生を描いた「老いの坂図」も描かれているが、この「老いの坂図」に登場する人物の性別の変遷も、この絵解きが「女性の救済」を目的としたことに起因する。本来 仏教は「女性の救済」をしな 宗教であったため、いかに「女性 救済」を説き、 を対象とする唱導を実践するかが課題となっ 。 もまた 人々の信仰をあつめるために「女性の救済」を含めて課題化されていたである。以下に『熊野観心十界曼荼羅』にも の本地』に語られた五衰殿女御と同様に「女性 救済」 ついて母親とな
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ること、つまり出産を前提に語られていることを指摘していきたい。
一、 『熊野観心十界曼荼羅』 に描かれた女性のみが堕ちる地獄
熊野信仰とは、熊野本宮大社、熊野速玉大社、熊野那智大社
の三社を拠点に日本全国に展開する信仰の総称である。こ ら三社は熊野三山とも略称され 。この熊野三山は、十五世紀末以降から明治初年に至るまで熊野三山本願所によって 造営資金調達の勧進などを統括されてい 。 『熊野の本地』と『熊野観心十界曼荼羅』は、その熊野三山本願所に所属し、造営資金を調達するために行われた絵解きに用いられたのだ。なお熊野三山本願所が成立する以前には、熊野三山の財源は勧進活動ではなく、熊野三山に寄進された荘園や幕府から 造営料国、造営料所によっていた。宮家準氏は熊野における荘園 寄進や運営の在り方の時代的な特徴 ついて次 ように述べている
（1
（
。
平安朝期は、院や貴族が自己の信仰にもとづいて寄進し、別当家の者がその管理運営にあたっている。鎌倉期も初期はほぼ同じ形態をとり、後鳥羽上皇や源氏の血をひく鳥居禅尼が大きな力を発揮している。しかしながら、承久の乱
以降はあらたに地頭となった御家人によって荘園が大きな力を発揮している。しかし がら、承久の乱以降はあらたに地頭となった御家人 よって、荘園が支配されるようになっていった。ついで南北朝期に入ると、宮方や武家方から戦功や戦勝祈願を求めての寄進がなされている。それゆえ荘園も短期間のものである。 室町 ら戦国期になると、在地豪族が地頭 荘官として荘園を支配し、一部の上分米のみを熊野におさめるようになっていっ けれども、その年貢もとどこおりがち なった。そうした場合、熊野側の働きかけで滞納の年貢を集めたこ もあったが、多くは守護や在地土豪の仲介によって年貢の収納 こころみている。
熊野三山は、室町時代から戦国期に至って収入源が安定しなくなり、つまり必要な資金を造営料 や造営料所などに求めることができなくなったことから、その財源を他に求め ければならなくなり、勧進聖や熊野比丘尼の布教活動に財源を頼るようになった いうわけである。女性である熊野比丘尼たちが、そういった活動（勧進）に大きく寄与したことはすでに指摘されており、根井浄氏は、熊野比丘尼の活動と役割そしてその歴史について次のように述べている
（2
（
。
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熊野三山にそれぞれ組織された「本願所」を拠点として全国に 信仰を広めた僧形の女性 ちであった。彼女たちは地獄極楽の絵図 説明したり、熊野牛玉宝印という護符を配ったりして全国を徘徊し のである。その目的は熊野信仰の伝播とともに、熊野三山の社殿堂塔を維持、管理する資金を集めるこ であった。この資金調達の経済活動を勧進といい、したがって彼女たちは勧進比丘尼とも絵解比丘尼とも呼ばれた。熊野比丘尼たちは、中世末期から本来の宗教活動を行っていたが、十七世紀半 頃から唄をうたう歌比丘尼となり、また売色を行う売比丘尼となって芸能化、世俗化した、という。比丘尼とい 呼称に反して、彼女 ちがと 意外性のある活動と姿態が世間の注目の的となり、近世の仏教界では批判の対象 なった。
熊野比丘尼が熊野信仰の利益を説き明かすために所持し、絵解きを行っていたのが『熊野観心十界曼荼羅』と『熊野の本地』だったのである。なかでも 比丘尼らによって絵解きが行われた『熊野観心十界曼荼羅』は、 「地獄極楽の絵」とも呼ばれた。そこには出産せずに一生を終えた女性たちが堕ちる、女性だけに用意さ 地獄も描かれている。 本地』と同様に「女
性の出産」にまつわるモノガタリが絵解きされていたことを確認できる。 『熊野観心十界曼荼羅』には極楽浄土と六道が描かれており、 また掛幅の上部から 「老いの坂図」 によって人間界 、次に極楽浄土と天界、 中央に悲母救済を象徴する目連救母譚と、そして修羅・畜生・餓鬼 下部にはさまざまな地獄が描かれている（末尾掲載の図一を参照） 。 『近世奇跡考』には、熊野比丘尼が『熊野観心十界曼荼羅』を絵解きする様子を絵画しており、聴衆として女性が集う様子が描かれている（末尾掲載の図二を参
照
（3
（
）
。
実際に絵解きされる様子が伝えられていることは貴重
である。女性たちを対象とする絵解きを、女性が担い、 「女性の救済」を説き明かしたのだ。女性であるがために、男性には指摘されない「穢れ」などが問題視さ るなか 死後 極楽往生を遂げることを願うために、女性たち とって教化される意味は大きかったと考える。そして女性に って、 『熊野 本地』に語られる「女性の のモノガタリや、 『熊野観心十界曼荼羅』に説かれる地獄や極楽の諸相は、自らの死後を知ることができる重要な機会であったろう。 『熊野観心十界曼荼羅』 には女性の関心を呼んだであろう、死後に女性のみが堕ちるとされた地獄と、地獄から救済された女性の姿も描か ているからである。
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『熊野観心十界曼荼羅』に描かれる地獄については、たとえば『往生要集』に記されない、特有の地獄が描かれていることを指摘できる。 『熊野観心十界曼荼羅』 には女性だけが堕ちる 「不産女地獄」 、 「血の池地獄」 、 「両婦地獄」 が描かれているのである。
『往生要集』には、八大地獄と称される、等活地獄、黒縄地獄、衆合地獄、叫喚地獄 大叫喚地獄、焦熱地獄、大焦熱 、無間地獄（阿鼻地獄）という八種類の地獄が語られる。 『往生要集』は、それぞれの地獄について詳細に描写 、生前に犯した罪状によって堕ちる地獄が決定す ことなど明かさ それぞれの地獄において、いかなる苦痛が与えられるか、肉体的にも精神的にも苦痛を与える方法が記されてもいる。 『往生要集』の場合は『正法念処経』をはじめとした経典から、それら地獄や地獄以外の六道において描写したわけだが、 『往生要集』には、男性のみが堕ちる地獄や 男女ともに堕ちる地獄は記されているものの、 『熊野観心十界曼荼羅』に説かれ よ な、 「女性のみが堕ちる地獄」については記されて ない。女性の往生が問題視される過程において、女性を対象とする地獄描写 表現するにいたった経緯と、 「女性の救済」 どういった教化が必要とされたか、考え 必要がある。それゆえ小稿では、 『熊野観心十界曼荼羅』に説かれた女 が堕ちる「不産女地獄」 （図
一①）と「血の池地獄」 （図一②）との二つの地獄に着目する。
まず、 『熊野観心十界曼荼羅』に描かれる「不産女地獄」と
は、生涯出産しなかった、あるいは出産することができなかった女性が堕ちる地獄である。また、熊野比丘尼らが「不産女獄」の絵解きをしている様子は万治二年（一六五九年）に中川喜雲が記した『私可多咄』に記されている
（4
（
。
むかしくまのびくに絵をかけて、是は子をうまぬ人、死て後とうしみをもちて、 竹のねをほる所なりというふをきく、おなご共なみだ ながし さてゑどきすみて後びくにゝとふやうは、子をうミて そだゝたぬものは、うまず おなじ事かといへば、比丘尼こたふるは、それはうまずよ すこしつみあさし、さればとうしみはゆるして、たけのねをいがらにてほらするといふたは、よいかげんな事なり、
さらに貞享四年（一六八七年）に苗村常伯が記した『籠耳は熊野比丘尼が「不産女地獄」を絵解きする際に、新 に灯明銭を要求したこと 記されている。灯明銭とは、聴衆が謝礼として支払う金銭である。熊野比丘尼の絵解きが布施を必要としたこと、そしてさらには「不産女地獄」 さらに布施を要したことを確認できる
（5
（
。
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 地獄沙汰銭
　
くまの比丘尼地獄の体相をゑにうるし、かけ者にしてゑ
ときし女わらへをたらす、かのうまずの地ごく両婦ぐるひのぢごくは、たやすくゑときせぬを、女子どもなを聞たがりてしよもふすれば、百廿文の灯明銭 あげられよ、ゑときせんといへば、わ も〳〵と数珠袋のそこをたゝき、銭をだしあはせてきけば、又血のぢごく針のぢごくなど 云事をいひ かせ、女の気にかゝるやうにゑときして、ひと銭をとる、これよりぢごくのさたも銭といふ也
灯明銭を必要とされても女性たちは「不産女地獄」の絵解き
を求めたのである。女性たちは自らが往生するために、特別な教説いわば奥義として「不産女地獄」を考えていたのである。そこには、出産しなかった、あるいはできなかった女性 ちが地獄に堕ちることに恐怖する、そして出産が女性の一生に必要要件であると認識する、新たな布教 唱導の目的が推考できるのである。しかし、女性たちは出産したと も、地獄を逃れるわけ はなかった。 『熊野観心十界曼荼羅』には出産した女性であっても「血の池地獄」に堕ちるこ が描かれているからである。 「血の池地獄」は血液の満ちる池に沈められ続けるという、いわば水攻めの苦を受けなければならない地獄である。
『熊野観心十界曼荼羅』に描かれた「血の池地獄」には、真っ赤な血液の池に沈む女性たちの姿が描写されている。 「血の池地獄」について、根井浄氏は次のように述べている
（6
（
。
「血の池地獄」は「血盆池」ともいい、 女性が流す血によって地神が汚濁されるという触穢感に基づく地獄である。
「血の池地獄」とは、出産や月経で流す血液による穢れを罪状とする。女性であること自体、罪であると捉えられていたのだろう。 『熊野観心十界曼荼羅』では「不産女地獄」と「血の池地獄」 の、 そのどちらも、 女性が堕ちる地獄として描かれるが、これら二つの地獄には大きな違いがある。 「不産女地獄」は出産しないことで堕ちる地獄であって、出産しないことを罪状とする。それに対して「血の池地獄」は、女性であれば全てが堕ちる地獄であり、 女性として生を受けたこと 罪状 である。女性が「血の池地獄」から救済されることこそが「女性の救済」であったわけである。 『熊野観心十界曼荼羅』に描かれた「血の池地獄」には、池に沈められ責め苦を受け を 写するだけでなく、血の池から伸びた蓮の花弁を台として座す女性描写されている。 「女性の救済」が ういった描写 もって説き明か のであ 。そして「血 池地獄」から女性を救済するために必要とされたのが『血盆経』だった だが、
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十世紀以降に成立したといわれる 「偽経」 の一つである 『血盆経』は、 出産や月経の出血による穢れによって女性が「血の池地獄」へ堕ちることを説き明かした経典である。 『血盆経』そして『血盆経』に明かされる「血 池地獄」については先行研究によって検討すべき文献に関する指摘も数多くなさ ゆえに小稿では『熊野観心十界曼荼羅』に描かれる「血の池地獄」が『血盆経』に説き明かされていることのみ指摘 て、その考察については別稿をもって述べることにしたい。
二、 「子（男性性）に救済される母親」を語るモノガタリ
ところで『熊野観心十界曼荼羅』には「女性の救済」を説き
明かすために、前章に述べる「血の池地獄」から救済され 女性を描くだけでなく、女性が救済される方法を説 したであろう、描写も指摘 きる。それ 、 「子 供養され、救済される母親」を説き明した あろう描写である。まず『熊野観心十界曼荼羅』掛幅の上部に描かれた「老 の坂図」 は、人の誕生から死までを描くが、主人公で る人物の両親であろう夫婦が乳児に産湯を使わせる場面から始められる（図一③） 。この夫婦は次に「三途川を渡る場面」に登場し 夫婦ともに地蔵菩
薩に導かれて、三途の川にかかる橋を渡る（図一④） 。この夫婦の男女はともに地獄に堕ちることなく、救済されたと読み解ける。ここ 登場する夫婦の、とくに女性は子供を産んだことが描かれる みであり、女性にとって出産 いうライフイベントが救済さ 条件の一つと考えられていたことを指摘させるのである。もちろん彼女も穢 を罪状とし 「血の池地獄」には堕ちたのかもしれないが、 『熊野観心十界曼荼羅』 の描写には、子供を得た夫婦がと に救済されていることも指摘できる である。つまり、ここに描か る女性は母親となったこと 救済されたといえるだろう。さらにこの夫婦の子つまり「老い 坂図」の主人公は人生の最終場面に仏門に入ったこ を意味する姿をもって描かれる。仏に帰依する子が両親を供養する いうのも、女性である母親が救済される方法の一つであ と指摘させるのである。先に述べたように『熊野の本地』に語られる「五衰殿女御」が息子である王子によって供養 れ蘇生を果たし、さらには熊野に垂迹する 至っ 、 『熊野観心十界曼荼羅』にも子によって供養され、結果として救済された女性（母親）が描かれていたと読み解いておく。なお『熊野観心十界曼荼羅』の中央部に描かれる「目連救母譚」も、地獄に堕ちた父母とくに母親を息子であ 目連が救っ モノガタリ
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ある
（7
（
。 『熊野観心十界曼荼羅』に描かれる「女性の救済」が「子
（男性性）に救済される母親」であることを裏付けている。
母親が息子に供養されたことによって成仏するというモノガ
タリは、仏教信仰の功徳による利益譚に多く見られる。釈迦の母親である摩耶夫人の往生譚がその一つである。摩耶夫人は、息子である釈迦を出産した七日後 亡くなり、忉利天に昇ったが、その後に仏道修行によって悟りを開いた釈迦の説法を聞くことで成仏することが『釈迦譜巻第二』 「釈迦母摩訶摩耶婦人記第十六」に説かれている
（8
（
。
仏生七日母昇忉利（略）仏為説法。摩耶聞已即識宿命。善根純熟。破八十億熾然之結。得須陀洹果。即白仏言。生死牢獄已證解脱。
 
摩耶夫人は、釈迦の「三宝に帰依してほしい」という願いに
応えるために、人間界に下って釈迦の 法を聞く。すると、摩耶夫人は須陀洹果を得て、生死の輪廻から解脱する いうのである。釈迦が母である摩耶夫人を救済するという物語は、 『今昔物語集』にも収載されている。 『今昔物語集巻第二』 「仏、耶夫人の為に忉利天に昇り給へる語第二」である
（9
（
。
今昔、仏ノ御母摩耶夫人ハ、仏ヲ生奉テ後七日ニ失セ給ヒ
ヌ。其後、太子城ヲ出テ山ニ入テ六年、苦行ヲ修シテ仏ニ成リ給ヒヌ。四十余年ノ間、種〃ノ法ヲ説テ衆生 教化シ給フニ、摩耶夫人ハ失セ給テ忉利天 生レ給ヒヌ。
 
ここでも、摩耶夫人は釈迦を出産した七日後に亡くなり、そ
の後に忉利天に生まれたとされている。 そして、 『釈迦譜巻第二』「釈迦母摩訶摩耶婦人記第十六」と同じように、釈迦は摩耶夫人に三宝への帰依を願う。そして摩耶夫人は釈迦の説法を聞くことで輪廻の苦からの解脱を得るのである。
また、日本には高僧が母を救済するモノガタリも数多く作成
されていく。 『今昔物語集』 に収録さ るに至った 「高僧伝」 には、高僧とその母とのモノガタリが必ずといって良いほど描かれている。熊野信仰においても、女性の救済を説くにあ って、 「子（男性性）によって救済される母親」のモノガタリが語られているとしてもなんら不思議はないだろう。またこの問題 ついても別稿に述べることとする。『熊野観心十界曼荼羅』を絵解きするにあたって、 出産が「女性の救済」とすることを説き明されていたことを指摘するものである。 『熊野観心十界曼荼羅』に描かれた「不産女地獄」は、出産しなかった、そして出産す ことができなかった女性たちに提示された、具体的な地獄であったのだろう。当時 女性た
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ちにとって、彼女たちのライフイベントとして出産が重要であったこ も指摘させるのだが、 「女性の救済」が出産と結びつけられるのは必然であったともいえるだろう。
三、 『熊野観心十界曼荼羅』に描かれた 「老いの坂図」 の変遷
ところで『熊野観心十界曼荼羅』に描かれた「老いの坂図」
には、 人間が生まれてか 死に至るまでの行程が描かれている。しかし、その後半部分（人生の終盤を描いた箇所）に、人物の性別に関する異同が見られる。 「老いの坂図」には、人生 前半を描いた箇所に性別不詳な子供が描か 、人生の栄華を描いた頂上部分では、婚姻している女性と男性とが交互に描かれている。そして「老いの坂図」の後半部分、老年期を描いた箇所では、伴侶の死を迎えた人物が一名描か が、その性別が曖昧である。 後に仏門 入った姿が描かれるが、性別は判然としない 唱導に用いられ 『熊野観心十界曼荼羅』が女性を対象 て形成されたと結論付ける は、この の 物の性別が重要視されなければならないが、 「老い 坂図」の後半部分において伴侶と死別し 人物 、その人物が亡くなった後に鳥居 下に描かれた屍については女性であるという指摘
と、男性であるという指摘の双方があ
る
（（1
（
。「老いの坂図」の先
に描かれた墓所に関しては、現在まで伝来する『熊野観心十界曼荼羅』によって異同が確認できる。「老いの坂図」とその先の墓所について西山克氏は次のように述べている
（（
（
。
　　
 性別の描き分けのほとんどない少年・少女期を過ぎて青年期にかかると、華やかな貴族的衣装の男女ペアが主人公となり、村落上層風の壮年・老年期の坂を降りて、犬と鳥の待つ中世的な墓所にそ 屍を曝すことになる。
「老いの坂図」を下り終えた後に死を迎え最終的には墓所に向かう事となる （図一⑥） 。墓所に描かれた屍がこの 「老 の坂図」の主人公のものであるとするならば、その主人公の性別 判別が可能になる。そこ 、管見に及ぶ範囲ではあるが、 『熊野観心十界曼荼羅』諸本における墓所に描かれた屍の性別を確認した。身に着けているものや体型、髪型から、女性、男 、性別不詳の三パターンに分類される。骨の状態で ている、屍の一部しか描かれていな 、損傷のため判別が不可能、屍が燃えている、屍が 場合は性別不詳とした。 お、腰巻を巻 ている 女性であるか否か曖昧 場合も性別 詳としている。
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表一
　『熊野観心十界曼荼羅』 「老いの坂図」墓所に描かれた人物の性別表
性別
該当諸本（性別不詳の場合ついては、描写されたものも記した）
男性
大蔵寺甲本・大蔵寺乙本・西来院本・松念寺本・蓮化寺本・後藤家本・大楽寺本・浄観寺本・長保寺本・龍洞寺本・大円寺本・観音 本・貞観寺本・正法寺本・浄土寺本・平楽寺本・若林家本・熊野家本 称名 本・西福寺本・紀三井寺穀屋 ・正覚寺本・安養寺 阿弥陀寺本
女性
西念寺本・六道珍皇 乙本・西大
不詳
宝性寺本 （骨） 大円院本 （腰巻） ・長学院本 （骨） 龍護寺本 （骨） ・宝聚院本（骨） 円福寺本（骨） 蓮 （骨） 宝泉院 （骨） ・長命寺穀屋 甲本 長命 穀屋寺乙本（骨） 興善寺本（骨） ・秋玄寺本（骨） ・武久家本（骨） ・宝満寺本（腰巻・長髪） ・宗禅 本（腰巻・うつぶせ） 持宝院 （腰巻 うつぶせ） ・福聚寺本（腰巻・長髪）兵庫県立歴史博物館本（腰巻・長髪）六道珍皇 甲本（下肢のみか ・正念 （腹部骨化）日本民藝館本（頭部・四肢のみ）勝久 （炎）盛福寺 描写なし） ・牛蓮寺本（描写なし） 豊楽寺本（描写なし） ・地福寺本（判別不可） ・天福 本 判別不可） 横田旧十王堂 欠損）
（
 六道珍皇寺本、 西福寺本以外については、 『熊野観心十界曼荼羅』 （著者
 小栗栖健治、出版
 岩田書院、二〇一一年二月）を参照した）
　
現在確認することのできる『熊野観心十界曼荼羅』の総数は
五十六あり、その内で男性を描いたものは二十五、女性を描いたものは三、不詳は二十八という結果になった。男性を描いたものと、 女性を描いたものの両方が存在することが確認できる。また、性別不詳の屍に確認できるような、骨や体の一部を描いたことには、絵解きをする際に性別を限定せずに絵解きを行ってい 可能性も推考で る。男女比 は、男性 描かれているものが圧倒的に多く確認されたことから、 『熊野観心十界曼荼羅』に描かれた「老いの坂図」の主人公は男性である比率が高いことが確認できる。その理由として、男性を「老い 坂図」の主人公 して いたことには「子（男性性）に救済される母親」を表現するためであっ ことが考えられる。つまり、 「老いの坂図」は、女性の息子の一生 して描かれたことを指摘きるのである。 「老いの坂図」には人間 産まれてからの成長の過程が描かれているが、晩年には仏門に入り 仏道修行者装束を身に着けている姿が確認される。つまり、主人公は両親を含めた先祖供養を行ったであろうことが推考される。これまで述べてき よう 、 『熊野観心十界曼荼羅』 おいては 「血の池地獄」や「目連救母譚」といった 子（男性性）に救済される母親」が描かれている。女性を蔑視し 自身 力 は救済
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されないと説いた仏教ではあるが、参詣者や信仰者を募らなければ寺社の経営は成り立たない。そこで、他の寺社では嫌われ疎外されてきた女性を参詣者や信仰者に組み込むべく、 「救済される女性」を語るモノガタリを形成することとなったのである。また、比率は少ないものの、墓所に女性が描かれる、つまりは「老いの坂図」の主人公を女性とする場合が確認できる。聴衆を教化するにあたって、女性の聴衆に対して熊野信仰の功徳を説くために、男性ではなく女性が主人公として描かれたものを用いてい ことが推考さ る。 を することによって、女性の聴衆が主人公の一生を、自らに重ね合わせ ための表現であった ではないだろうか。以上の点から考察と、 「老い 坂図」において男性が主人公とし 描かれていることは 母親を救済する子」 、ひ ては「子（男性 ）に救済される母親」を描くためであったことが推考できる。
まとめ
『熊野観心十界曼荼羅』に、女性のみが堕ちる地獄が描かれ
「老いの坂図」の主人公を出産した女性（母親）が地蔵菩薩に導かれ橋を渡る姿が描かれていること 確認した。 を教化
するにあたり救済されるためには、出産した子（男性性）に供養され 必要性を説いたのである。女性を教化の対象としていたことは、 「老いの坂図」からも確認できる。 「老いの坂図」後半部分に女性の老後と死が描かれたものもあることから、女性を対象として教化するため 改変が加えられたことも推考できよう。また、熊野比丘尼が『熊野観心十界曼荼羅』と に絵解きした『熊野の本地』にも、五衰殿女御 出産した子に供養されることで、蘇生し救済されるという、 「子（男性性） 救済される母親」にまつわるモノガタリが語られて 。つまり『熊野の本地』と『熊野観心十界曼荼羅』とには「救済される母親」をテーマとして描いていることを指摘できる。さらに、熊野比丘尼という女性らによって絵解きされたこ で、聴衆であった女性にとって熊野は女性が救済される信仰として認識れてい だろう。女性にとっての出産の重要性が高まり 出産することの意義が宗教者によって明らかにされてきたこ を指摘するものである。
図一
　『熊野観心十界曼荼羅』概略図
（大円寺蔵『熊野観心十界曼荼羅』を用いて作成した）
図二
　『近世奇跡考二巻』 （著
　
山東京伝
　
画
　
喜多武清）
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図一
　『熊野観心十界曼荼羅』概略図
（大円寺蔵『熊野観心十界曼荼羅』を用いて作成した）
図二
　『近世奇跡考二巻』 （著
　
山東京伝
　
画
　
喜多武清）
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〔注〕（
1）　『熊野修験』 （著者
　
宮家準、編集者
　
日本歴史学会、発
行所
　
吉川弘文館、一九九二年九月十日）
（
2）　
根井浄「熊野比丘尼の理解」 （ 『熊野比丘尼を絵解く』
　
編著
　
根井浄
　
山本殖生、発行
　
法藏館、二〇〇七年十一月
一日）
（
3）　『近世奇跡考』 （著者
　
山東京伝
　
画
　
喜多武清
 　
関西
大学図書館藏
（
4）　『近世文芸叢書
　
第六』 （編集兼発行
　
国書刊行会
　
早川
純三郎、一九一一年一月二十八日）
（
5）　『噺本大系
　
第四巻』 （編集
　
武藤禎夫
　
岡雅彦、出版
　
東京堂出版、一九七六年）
（
6）　『熊野比丘尼を絵解く』 （編著
　
根井浄
　
山本殖生、発行
　
法藏館、二〇〇七年十一月一日）
（
7）　
釈迦の弟子である目連尊者が、母親を地獄から救済する
ために供養を行ったことを記す「目連救母譚」にも、 「子（男性性）に救済される母親」が語られていることを確認できる。なお、目連尊者が施餓鬼を行い、母親を救済する場面は『熊野観心十界曼荼羅』の中央部に描かれている（図一⑤ 。 「目連救母譚」とは、 『盂蘭盆経』に基づいて説か る、目連尊
者が母親を地獄から救済するモノガタリである。概要は以下の通りである。
釈尊の弟子である目連は、何もかもを見通す不思議な眼力を持っていた。そこで、亡くなった父母 探すと、母は餓鬼道に堕ち おり、苦しんでいることが分かった。目連は嘆き、このことを釈迦に相談したところ、目連の母は罪業が深いため目連の力ではどうしようもないが 十万人の僧の力を借りれば、解脱することが き と うのである。そして、釈迦は十万の僧 を借りるために、目連に七月十五日の法会において、僧たちに食事を給仕するよ に指示する。目連が釈迦の言うとおりに十万の僧に給仕をすと、目連の母は息子の功徳によって、餓鬼道から解脱する。
『盂蘭盆経』に基づく目連救母譚は、中国唐代に盛行した絵解きの台本である、 『大目乾連冥間救母変文』に確認できる。目連救母譚は、民衆を唱導するためのモノガタリとして用いられていたのである。また 日本で最初に目連救母譚について述べる文献は、 『三宝絵詞』であ 。 『三宝絵詞』は、女性である尊子内親王のために編纂された仏教説話集である。本来は絵を伴うものであっ が、散逸し、現在は詞書のみが伝存する。岩本裕氏は、 『三宝絵詞』に記された「盂蘭盆」の
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条について次のように述べている。
　　　
 すなわち、 『盂蘭盆経』の記事に従って記述し、七月十五日に衆僧に供養すべきことを勧奨し、後半には種々の経典を引用して供養の功徳を称揚する。中国では唐代以後目連救母伝説が孝行勧奨の説話として展開 たのに対し、ここではその本来の趣旨が伝承されて、供養勧奨の因縁譚とされていること 知られる。 （ 『仏教説話研究　
第四巻』 （著者
　
岩本裕、発行
　
開明書院、一九七九
年一月三〇日） ）
（
8）　『大正新脩大蔵経
　
第十二巻』 「釈迦母摩訶摩耶婦人記
第十六」 （編集
　
高楠順次郎、発行
　
大正一切経刊行会、
一九二五年）
（
9）　『新日本古典文学大系３３
　
今昔物語集
　
一』 （校注者
　
今野透、発行所
　
岩波書店、一九九九年七月二八日）
（
10）　「老いの坂図」における終焉部の性別について根井浄氏
は次のように述べている。
　　　
 「熊野観心十界図」の老いの坂（人生の山）を登山下山する人物群は一様に男性である。だが終焉の絵像は老婆の姿である。この部分像（女性像）こそ 特色であり興味深い絵像である。それにたいし「六道十王図」諸本の
「老いの坂」にみえる終焉像は老男の姿である。 「熊野観心十界図」が主に女性を対象として比丘尼によって絵解きされたといえば、東京国立博物館蔵「老いの坂図」は男性版であり、人生の終焉を老婆とする「熊野観心十界図」のそれは、やはり女性版であった いえる。 （ 『熊野比丘尼を絵解く』 （編著
　
根井浄
　
山本殖生、発行
　
法
藏館、二〇〇七年十一月一日） ）
また、 萩原龍夫氏は既出の『熊野観心十界曼荼羅』八種（後
藤近吾氏蔵・熊野実氏蔵・西福寺蔵・珍皇寺蔵・武久伯美氏蔵・宝性寺蔵・正覚寺蔵・円福寺蔵）についてその内容に大きな開きはなく一様の図柄であるとしたうえで次のように述べている。
こんどは虹の橋なりに描いた弧に目 向けると 右下橋の朱塗鳥居脇の屋形の内 若 男女一対が居り、鳥居直下に赤児のヨチヨチ歩く姿を描き、虹の橋の上は、右下から次第に上り中央に達した ち左下に下降し行くその間に、小児・青年・老年の男女が、みごとな中世風風俗図として配置されてお 、左下に来ると朱塗鳥居となり、その直下に合掌する尼姿の老女、その外側へ出ると、塔婆が立ち犬と烏の群れる墓地の景となる。 （ 『巫
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と仏教史―熊野比丘尼の使命と展開―
　
明治大学人文科
学研究所叢書』 （著者
　
萩原龍夫、発行
　
吉川弘文館、
一九八三年六月一日） ）
黒田日出男氏は、武久家本を例として取りあげ、次のよう
に述べている。
人生の出口も赤い鳥居が描かれているが、その鳥居の下に座っている図像は尼の姿であり、この絵解き 観衆が主に女たちであ ことと照応しているのである。 （ 「熊野観心十界曼荼羅 宇宙」 （ 『大系仏教と日本人八』
　
監
修
　
井上光貞
　
上山春平、編集
　
宮田登、発行
　
春秋社、
一九八九年九月二〇日） ）
（
11）　「地獄を絵解く」 『中世を考える
　
職人と芸能』 （著者
　
網野善彦、発行
　
吉川弘文館、一九九四年十二月）
 
（おがわ
　
みちよ／本学大学院生）
